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算数科 本時の学習指導案（第２次案）            令和１年９月１２日（木） 第４校時 
  ２年１組 授業者  

題材 「ふえたりへったり」 ５時間中の第５時 

  (1) 学習のねらい 

   個別計算とまとめ計算の２通りの考え方があることに気づいた子どもたちが、自分でふえたりへった

りの問題をつくり、その問題を自分で問題を解くという活動を通して、適当な数字を並べただけでは問題

として成立しない場合があるため、１度自分で問題を解いてみる必要があるということに気づき、問題を

作りながら個別計算とまとめ計算の考え方を理解することができる。 

 (2) 本時の学習材 

成立していない問題 

 ｏ前時までの復習を行い、子どもたちから問題がつくりたいという気持ちが出てきたところで本学習材を

提示する。 

 ｏ本学習材は、問題として成立していない（答えがない）問題である。この学習材により、適当に数字を

並べて問題をつくっただけでは問題として成立しないことがあることに気づくだろう。そして、子ども

たちが自分で考えた問題を自分で解いてみる必要があるということに気づき、問題を作成し、その問題

を解くことにより、個別計算とまとめ計算の考え方の理解の定着が期待できるだろう。 

  (3) 学習の展開 

過程 学習活動 予想される子どもの動き 時間 指導と評価 
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１前時までの復習

を行い、学習課

題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２問題を作成し、

自分で解いてみる

。 

 

 

３友達の作成した

問題を解く。 

 

 

４振り返り 

 

・ふえたりへったりやったよ。 

・まとめ計算がよくわからないな。 

・個別計算とまとめ計算があった。 

ｏ問題作ってみたいな。 

 

 

 

ｏこの問題できないよ。 

・答えマイナスになっちゃう。 

・難しそう。 

ｏ適当に数字当てはめるだけじゃダメな

んだね。 

 

 

 

・できた！ 

・○○○計算でやってみよう。 

ｏ○○○計算の方が解きやすいかな。 

・どうやって問題作ればいいのかな… 

ｏあれ、この問題できないや。 

・面白い問題だ。 

・個別計算とまとめ計算両方で考えら

れた。 

 

・楽しかった。いっぱい作れた。 

・問題作るのむずかしいな。 

ｏ問題作るときは式とか答えとかも確認

しないといけないのか。 

ｏ他のお友達の作った問題解いてみたい

な。 
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・個別計算とまとめ計算の考

え方を確認する。 

 

ｏ学習材を提示し、作成した
問題を自分で解く必要があ
ることに気づくことができ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

・なるべく全部の問題が作れ

るようにする。（ふえたふ

えた／へったへった／ふえ

たへった） 

・できた児童は教師に問題が

成り立っているか確認して

もらってから次の問題を作

る。 

 

 

成立していない問題 

学習材 

ふえたりへったりの問題を作ろう。 
学習課題 

自分で問題を考え、その

問題を個別計算またはま

とめ計算を使って解くこ

とができているかワーク

シートから評価する。 

評価 

この問題の答えは何になるかな？ 
学習問題 




